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9) 先天性血小板瀦少性紫斑病の 1例
新美仁男(千葉大)
先天性血小板減少性紫斑病は，稀な疾患であり，
我国民於いても報告例は少い。本症は母親Kも血小
板減少性紫斑病をみるととが多く，その発生に遺伝
関係叉は血小板抗体の存在が考えられます。しかも
子の血小板抗体は 2--3ヵ月後には消失するといわ
れており，それ故生後 1---2週間に異常がなけれ
ば， 2~3 カ月後には， 血小板数は正常となり以後
再発しないといわれております。本症例は， 3年前
に血小板減少性紫斑病と診断された母親から生れた
第 1子(女児〉で，入院時顔面，口腔粘膜K点状出
血があり，血小板数は 17，000，出血時間延長，ルン
ペノレレーデ陽性，血餅収縮力減弱，使の潜血反応陽
性でしたが，輸血， V. C，V. P，Dexamethasone 
投与により 2カ月半後には臨床症状並びに血小板数
も正常となり，以後，出血斑，血小板数の減少，出
血時間延長等はみられておりません。 
10) 副腎出血を来した 2剖検例

吉田亮，山本洋三，船橋茂 

。布川武男，本宮 健(千葉大〉

第 1例は 4ヵ月の女子。入院当日朝発熱，皮下出
血斑あり，一般状態悪く， 白血球数 5，600，好酸球 
1%， 好中球増多， 核左方推移認めず，脊髄穿刺は
急激なる経過の為施行し得ず。 Waterhouse-Fride-
richsen症候群を疑い抗生剤， コルチゾン筋注等を
行うも全経過約 10時聞にて死亡。剖検上両側副腎
出血を認め，病理学的にも Watrhouse-Friderich-
sen症候群と診断された。第 2例は 7年 1ヵ月の男
子。入院前日より腹痛あり，翌朝吐血，血尿，皮下
出血斑あり入院。末梢血i乙幼若細胞認めず。入院後
各種止血剤，抗生剤， ACTH，コルチゾン投与を行
うも入院翌日突然意識消失，入院 30時聞にて死亡。
剖検上副腎出血，広汎な心臓出血の他著明なる血管
系の変化，骨髄系の変化あり，その本態について病
理学的に検索中であるが，これにより死亡したもの
と思われる。 
11) 副腎皮質ホルモン療法の概観
上原す Y 子(千葉大)
昭和 30年より 5.5年間の入院患児中 G 1ucocorti-
coidを使用した 85例に就き観察した。応用率は年
々増加し(本年度 15.2%)，其 95%は抗炎・抗アレ
ルギ一作用を目的とし適応は慎重に選択された。主
な適応はリウマチ熱，ネフローゼ、症候群，結核性髄
膜炎， 白血病， 紫斑病， 化膿性髄膜炎， 気管支時
患で， 最近 Subsepsisallergia， 新生児輩硬症， 
Retikulogranulomatose等K奏功例を見ている。
最大投与量は一般に Prednisolone0.5....1.0mg/kg 
で有効， ネフローゼでは1.0...1.5mg /kgである。
副作用は 36例 (42.6%) にみられ， 感染， 円顔，
低 K血症， 浮腫等が主なもので感染は抗生剤非投
与群に多く， Penicil1in投与によっても或程度緩
和された。叉 Cortisone筋注後，細菌内毒素を静
注した家兎に於て，網内系貧喰能が著減する事，塩
化コリン筋注によりこの際の貧喰能低下を可成り防
止し得る事を証明し，ステロイド療法時に抗生剤と
共に網内系の生理的賦活物質であるコリンを併用す
る意義について示唆した。 
12) ネフローゼ症候群経過中の尿中電解質変動

吉田 亮，石神一良 

。吉松 彰(千葉大〉

手フローゼ症候群患者で， Prednisolon使用前
後に分け， Balance Stud;yを行った処， 後期には
尿中電解質排j世，特lと Na排世が増す。 
Prednisolon治療の際Ir.， 利尿時を中心にして
一日の電解質排世を見ると， Prednisolon使用の
有無に関係なく，利尿が尿中蛋白質の消失を叉は明
らかな減i少傾向を伴う時には， Na排祉を伴い，水
利尿のみで電解質特に Naの排i世の少い場合には
尿中蛋白質の消失が無いか， 叉は少い。その場合
に， Steroidhormonの使用叉は増量によって， Na 
排世増加，尿蛋白消失を見る事が多い。 
Clはほ'>'Naと平行した。 K は利尿後増加する
が Na排世揮期に特に減少する事が多い。 
13) ネフローゼ症候群治療中に於ける原中 
Nの変動
吉田 亮，石井誠一ノ関谷晴子
布川武男，本宮 健(千葉大)
ネフローゼ、症候群患児 4例K於て Hormone未
投与期， Steroid Hormone単独投与期， Steroid 
Hormone蛋白同化 Hormone併用投与期の E 期
に於ける窒素平衝及び尿中 N分割の変動につき研
究した。 
Steroid Hormone単独期比於ては N蓄積量及
び蓄積率の減少がみられ併用投与期に於ては蓄積量
及び蓄積率の増加がみられた。
尿中 N排世量では単独期K於ては未投与期に比
